
しているという話が僕の耳にも入りました。その話を
聞いて、とても驚きました。人口1,700人の町に 2軒
も素晴らしいお菓子屋さんがある中頓別は近隣の町の
方からも、すごいね、文化度高いよねと言われていた
からです。そのお菓子屋さんをなくしたくない、なく
してはいけないと思いました。それで、勇気を出して
「自分に継がせてほしい」とお願いしました。三浦さ
んは菓子職人の経験もない、よそから来た若造の僕に
任すことには、当然躊

ちゅう

躇
ちょ

されたと思います。でも、「譲
ろう。教えるから」と言ってくださったのです。機材
や器具もすべて譲り受けたことも含め、有難いとしか
言えません。
修行はどのようなものでしたか
2017年 6 月から閉店の 9月末までわずか 3カ月、三
浦さんについて学びました。師匠であることは勿論、
本当の親のように接してくださったことに感謝してい
ます。朝 6時から夜遅くまで仕事のやり方を見せても
らいました。まさに真

ま

似
ね

て学ぶという形ですね。朝昼
晩の食事も毎日ご馳走になり、親子のような関係プラ

　北海道に移住（ Iターン、Uターン）して、新たな取り
組みを行う輝く人を紹介するインタビュー。お話を伺う
のは、北海道各地を探訪し想いを形にする人との出会い
をつなぐ、地域プロデューサーかとうけいこさん。
　第 6回は札幌市出身の中野巧都さんです。

地域おこし協力隊員当時はどんな仕事をしていたのですか
　お土

み や げ

産品開発などが仕事の中心でした。中頓別町の
特定の農家の生乳だけを使って作った「なかとん牛乳」
を原料としたカッテージチーズの試作などに携わって
いました。その中で、自分はものづくりが好きだと気
が付きました。そして、地元の特産品をもっと発信し
たいという思いが芽生えたのです。協力隊員の任期終
了後は、なにか商売をやりたいと考えていました。
菓子店を事業継承することになったきっかけは
　中頓別で暮らし続ける方法として、商売をしたい。
そのために起業しかないと考えていた時、町内で75年
続く「とらや菓子店」さんが店をたたむらしい、そし
て経営者の三浦陽一さんが店舗を継いでくれる人を探

中野　巧都 （なかの　たくと）さん
株式会社ナカノ代表取締役
1995年札幌市生まれ。高校卒業までを札幌で過ごし、2015年より
中頓別町地域おこし協力隊として活動。任期満了後の18年 4月、
中頓別町の菓子舗を事業継承し、「中野商店」としてリニューアル
オープン。地域に根差したお菓子屋を目指している。
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中頓別の銘菓を残さなくては！という思いから
事業継承の道を選んだ 24歳

中野さんと奥さんの未琴さん中野さんと奥さんの未琴さん
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想いを僕に持たせてくれたと思っています。たとえば、
シカを駆除するハンターの高齢化を止めたい。是非ハ
ンターの資格を取るようにと促してくださった方がい
ました。資格を得たあとにも、経験を積ませるために
と一緒に猟に連れて行っていただきました。中頓別ラ
イフの素晴らしさを教えてもらいました。
　また、2017年11月に結婚した中頓別町出身の妻、未
琴がこの町に愛着を持っていたことも事業継承を含
め、この町に残る道を選んだ理由の一つでもあります。
経営者として 1年 9カ月を振り返っていかがですか
　とらやのお菓子 4種類をなんとか売り物として恥ず
かしくないレベルにまでしたのが、開業から 4カ月
たった頃だったと思います。それからは、中野商店と
してのオリジナル商品開発に力を注ぐことにしまし
た。生どらやき、常温で販売できる焼き菓子、食パン
と菓子パンの 3分野を確立することに没頭しました。
実は、三浦さんに和菓子の作り方を教えていただい後、
開業前に短期間ですが札幌市内の洋菓子屋さんで修行
をさせてもらいました。パート社員の皆さんはじめ新
商品の試食に真正面から付き合ってくれた仲間がいた
ことに感謝しています。いつも厳しい意見をくれ、変
化を見守ってくれたからこそ、今の営業スタイルが確
立できたと思っています。
　ショップカードを発行して顧客管理をすることを教
えてくれた、マーケティングのプロである友人のお陰
で、中頓別町以外の周辺（浜頓別、枝幸、猿払、豊富、
稚内）からのお客様の購入額や来店日時を把握するこ
ともできました。デザイナーになった高校時代の友人
が店のロゴを作ってくれたことも、自分らしい店作り
にとって大きかったです。
　近所のお年寄りが 2日に一度食パンを買いに来てく
れる、小学生たちが夕方にお小遣いを持ってコッペパ
ンを買いに来てくれる、お孫さんが盆や正月に来る時
にケーキを予約してくれる、まちの菓子店として最高
の幸せですね。　　　　　　　　　（2019年11月取材）

ス職人さんの暮らしをまぢかに見せていただく日々で
した。菓子作りは日々失敗の連続でした。自分のミス
のせいで作り直すようなこともあり、申し訳ないこと
もしました。菓子の世界に飛び込んだものの、決して
器用な方ではないのです。それでも先々代から続く味
をしっかりと守るべく、励みました。三浦さんが札幌
に転居される日付けが決まっていたので必死でした。
　教えていただきながら、三浦さんの作業の様子、手
元を動画に撮らせてもらい、夜、自宅でそれを見直す
毎日を送りました。この動画は直接教えを受けられな
くなった今も役立っています。開業してからも、テレ
ビ電話で作業の様子を見てもらいながらアドバイスを
受けたこともあります。電話も何度かけたかわかりま
せん。
　そしてようやく「砂金ようかん」など、とらやを代
表する菓子を再現できるようになった時には、僕以上
に三浦さんがホッとされたと思います。2018年 4 月の
オープン前の追い込みの時期には札幌から中頓別に来
てくださり、 1日中菓子を作ってくれました。頑張れ
よと言葉だけではなく、背中で教えていただき支えて
くださったように思います。
中頓別への想いを聞かせてください
　柔道でオリンピックと大学進学を目指していました
が、その夢に破れてまさに浪人だった自分をあたたか
く受け入れてくれた町へ恩返ししたいという気持ちが
あります。年齢も立場も違う多くの方たちに可愛がっ
ていただけたことが、中頓別に長く暮らしたいという

インタビュー後記
　地域おこし協力隊員の卒業生が事業所を継承する事例は
珍しく、地域の課題解決に取り組んでいることを含め評価
が高い中野さん。中頓別町にやって来た時から彼を母親目
線で見ている者の一人として、その成長がとても嬉

うれ

しい。応
援し続けたい若者です。

かとう　けいこ　㈱まちづくり観光デザインセンター代表
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